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 功 労 表 彰

氏 名 功 労 内 容  

宮 嶌  夫 

平成11年以来４期16年にわたり町議会議員を務められ、 

議会正副議長、社会常任委員長、産業建設常任委員長、 

総務文教常任委員長、監査委員、議会運営副委員長等の 

要職を歴任され、地方自治の振興と町発展に尽力された。 

栁  澤   澄 

平成15年以来３期12年にわたり町議会議員を務められ、 

議会正副議長、社会文教常任委員長、総務文教常任副委員

長等の要職を歴任され、地方自治の振興と町発展に尽力 

された。 

池  田   弘 

平成３年以来２期８年、平成23年以来１期４年にわたり 

町議会議員を務められ、総務文教常任副委員長、地域医療

対策特別委員長等の要職を歴任され、地方自治の振興と 

町発展に尽力された。 

 

 功 績 表 彰

氏 名 功 績 内 容  

窪 田 英 子 

平成23年以来１期４年間町議会議員を務められ、平成25年

からは議会改革等特別委員会副委員長として地方自治の 

振興と町発展に尽力された。 

吉 田 貞 利 

平成11年以来15年余にわたり町立村上小学校内科校医とし

て、児童及び教職員の疾病予防、健康増進に努められ、 

校内環境衛生の向上に尽力された。 

塚 田 順 造 

平成13年以来７期14年にわたり町社会教育委員として社会

教育、家庭教育の向上に尽力されるとともに、平成13年 

から２期４年にわたり町生涯学習審議会会長として生涯 

学習の推進に尽力された。 

柳 沢 知 治 
町消防団第５分団員として22年間啓発活動に努められ、 

平成８年には副分団長として地域防災活動に尽力された。 

 



 坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業表彰
 

 坂城町では、町に培われてきた高度な技能・技術の継承と修得、子どもたちへの「もの

づくり教育」支援、新技術・新産業の創出や発明に対する支援など、子どもから大人まで、

技能を尊重する機運をつくる「坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業」を実施しています。 

 この表彰は、その一環として、ものづくり分野における優秀な技能者及び新技術の創出

などをされた方を表彰するものです。 

 

卓越技能者表彰 

氏 名 技 能 功 績 内 容 

有限会社メイト 

小 宮 山  傳 

 小宮山氏は、長年勤務してきた日精樹脂工業㈱を退職後、 

平成２年に真空ポンプ、射出成形機、自動車などの部品を製造

する㈲メイトを設立した。氏は金属加工に要する全ての治具を

自社製造できる技術力を持っており、これにより生産コストの

削減・納期短縮を可能にしているだけではなく、高い品質を 

保持し、得意先からの厚い信頼を得ている。 

 また、日精樹脂工業㈱勤務時代は、金属部材への穴開けと 

底面の面取りが同時にできる工具（裏面取り専用ボーリング 

バー）を開発し、科学技術庁長官賞を受賞している。さらに、

同社の派遣講師として上小高等職業訓練校の講師を務めるなど

持ち前の技術力を活かして上小地域の若手労働者の技術指導に

あたった。現在は、自社の若手社員の技術指導を行うなど、 

社員の技術力向上・人材育成に努めている。 

 

優秀技能者表彰 

氏 名 技 能 功 績 内 容 

日精樹脂工業 

株式会社 

両  角   進 

 高度ＩＴ人材として、プラスチック射出成形機の制御システム

を開発し、優れた操作性により多くのユーザーの信頼を獲得 

して売上げ増加に貢献した。また、工場管理用システムの開発

も行うなど、あらゆるソフトウェア開発をこなす知識・技術力

を持っている。 

 一方で、各種プロジェクトを進める際に、社内セミナー等を

行い、後進の指導に努めている。また、自らも最高難易度の 

情報処理技術者の国家試験である「エンベデッドシステム 

スペシャリスト（高度情報処理技術レベル４）」を取得する 

など、日々、研鑽を積んでいる。 

日精樹脂工業 

株式会社 

日  置   綾 

 プラスチック射出成形機の海外営業担当として、卓越した 

英語力（TOEIC 900点／2004年）と特級プラスチック射出成形

技能士（長野県内では女性で２人目）の知識・技術力を駆使し

て、原価計算から工程管理に至るまで総合的にコンサルティング

セールスすることにより、コスト競争に巻き込まれること 

なく、海外の顧客より厚い信頼を得ている。 

 また、成形技能の取得に対する積極的な姿勢は、他の女性 

社員の模範となっており、職場内での女性社員の能力育成の 

役割を担っている。  


